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 事 例 １８      

 法人税  確定申告書（   年分・        事業年度分・      ）に係る 

税理士法第３３条の２第１項に規定する添付書面 

※整理番号  

氏名又は名称 税理士  国税 太郎               ㊞ 
税理士又は 
税理士法人 

事務所の所在地 
東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 

電話（０３）○○○○ － ○○○○ 

氏     名 税理士  国税 太郎               ㊞ 

事務所の所在地 
東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 

電話（０３）○○○○ － ○○○○ 
書面作成に 
係る税理士 

所属税理士会等 東京 税理士会 ○○ 支部  登録番号 第 ○○○○○号 

税務代理権限証書の提出 有（ 法人税・消費税      ） ・ 無 

氏名又は名称   株式会社  ○○商事   代表取締役 ○○ 一郎  
依 頼 者 

住所又は事務所 
の 所 在 地 

東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 
電話（０３）○○○○ － ○○○○ 

私（当法人）が申告書の作成に関し、計算し、整理し、又は相談に応じた事項は、下記の 
１から４に掲げる事項であります。 

１ 自ら作成記入した帳簿書類に記載されている事項 

帳 簿 書 類 の 名 称  作成記入の基礎となった書類等 
依頼者が自ら起票した仕訳伝票に基づき、コ

ンピュータ処理により作成した仕訳帳、総勘定

元帳、試算表、貸借対照表及び損益計算書。 
期末整理の会計伝票のみ当方作成。 

会計伝票、現金出納帳、銀行帳、証憑書綴、給与

台帳、得意先台帳、仮払金台帳、仕入台帳、末払経

費台帳、当座勘定照合表、普通預金通帳。 

２ 提示を受けた帳簿書類（備考欄の帳簿書類を除く。）に記載されている事項 

帳 簿 書 類 の 名 称  備          考 
なし なし 

部門 業種   意見聴取連絡事績 事前通知等事績 
年月日 税 理 士 名 通知年月日 予定年月日

※事務 
処理欄 

・ ・ ・  ・ ・  ・ 

（１／３） 

３３の２① 

平 成 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日

平 成 △ △ 年 △ 月 △ 日
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※整理番号  

３ 計算し、整理した主な事項 

区    分 事         項 備        考 

(1) 

旅客運賃収入 
 
 
 
運送原価の 
諸科目 
 
 
販売費及び 
一般管理費の 
諸科目 
 
貸倒損失 

決算月に、請求書の締切日毎、かつ得意先

別に得意先台帳と請求書とを突合し、売上計

上時期と計上漏れがないか確認した。 
 
請求書及び領収書等に基づき、請求内容と

決済状況の確認を行い、請求書の中に資本的

支出に該当すべきものが無いか確認した。 
 
支払領収書をあらためて全てチェックする

とともに、広告宣伝費、厚生費、諸会費等の

について、交際費に該当するものがないか確

認した。 
貸倒先５件に関し、貸倒となった経緯、現

況等を聞き取り、税法基準に合致しているか

検討した。 

売上請求書類 
得意先台帳 

 
 
仕入、経費請求書 
仕入台帳 
未払経費台帳 

 
証憑書綴 
経費請求書 

 
 
転居先不明と 
なって返信さ 
れた請求書送 
付郵便 

(1)のうち顕著な増減事項 増   減   理   由 

(2) 

旅客運賃収入の減少 
 
 
 
 
 
運送原価率の減少 
 
 
 
雑収入の減少 

前年実績に比して約×,×××万円の減少となった。その原

因は、景気低迷の長期化によるタクシー利用の抑制、当社の

商圏内であるⅩ業関連顧客の極端な低迷等による影響、業界

の規制緩和により前年比○台もの増車となり需要に比して

台数過剰な状況にあり、１台当たりの売上高が減少している

こと、等であると推察できる。 
車両メーカー変更による消耗部品費の減、事故が少なかっ

たため車両修繕費の減、無事故割引による保険料の減額等に

より前年に比して微減となった。 
 
前期において従業員の病死による生命保険金収入が××

×万円あったが、当期はその様な特別収入は無く、前年比約

×××万円の減少となった。 

(1)のうち会計処理方法 
に変更等があった事項 変  更  等  の  理  由 

(3) 

なし 

 
 

なし 

 

（２／３） 

雑収入について前期の

保険金収入の内容が記

載されており、疑問点が

解消された。 

運賃収入減少の理由につ

いて同業他社を含めた割

引制度の導入や増車理由

が記載されており、調査

省略等の参考になる。 

売上計上時期等

について、税理

士が請求書、得

意先台帳等によ

り確認を行って

おり、調査省略

等の参考にな

る。 

貸倒損失の計上に

ついて税理士が経

緯を確認した上で、

返戻郵便物等の関

係書類を確認して

おり、調査省略の参

考になる。 
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※整理番号  

４ 相談に応じた事項 

事       項 相  談  の  要  旨 
貸倒損失に関して 

 
 

 
 

貸倒損失の計上の可否について相談を受けた。これに対し、

貸倒損失の計上には税法の基準及び適法額がある事を説明し、

助言した。以上に関する会社の計算は適法かつ適正であること

を確認した。 

５ その他 
 

 総合所見 

日々の取引については、整然かつ明瞭に会計処理されており、原始記録の保存状態も良好であ

る。また、契約書、請求書等の証拠書類についても、整然と保管されている。会計組織は適切に

確立され内部牽制は機能していると認められる。 

取引内容については、毎月の監査時にチェックし、仕訳の誤りがあればその都度指導し修正さ

せている。また、決算にあたっては、あらためて全ての損益科目と資産・負債科目について内容

を検討した。 

毎月の監査の徹底と日々の記帳の確認及び決算補正事項も正しく修正されていること等を勘

案して、この申告は妥当であると認められる。 

（３／３） 

貸倒損失の計上について法人から相

談を受け、税理士の適切な助言により

処理されており、調査省略等の参考に

なる。 

総合所見において①原始記

録の保存状況、②日々の会

計処理の状況、③内部牽制、

④巡回時の指導の状況等が

詳しく記載されており、調

査省略等の参考になる。 




